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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期　

第１四半期連結
累計期間

第23期　
第１四半期連結
累計期間

第22期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 949,001 1,410,406 4,421,859

経常利益 （千円） 5,157 21,416 126,642

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） △12,565 19,399 80,188

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △12,288 18,934 79,973

純資産額 （千円） 3,377,558 3,483,045 3,477,530

総資産額 （千円） 3,904,086 4,039,448 4,072,522

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △0.94 1.45 5.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 1.44 5.96

自己資本比率 （％） 86.0 85.6 84.8

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行いました。これに

伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額、

１株当たり四半期純損失金額、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

　　　　３．第22期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの１株当たり四半期純損失金額であるため、記載しておりません。

　　　　４．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、中古車の個人間売買支援サー

ビス事業に進出するため、カーコンビニ倶楽部株式会社と合弁で合同会社カーコンマーケットを設立しました。これ

に伴い、当社の関係会社は持分法適用の関連会社が１社増加しました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社オールアバウト(E05514)

四半期報告書

 3/17



３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関連会社）

が判断したものであります。

 

（1） 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策や日銀による金融緩和を背景に円安、株高

基調が継続し、緩やかな景気の回復基調が継続している一方で、消費税の増税による影響や新興国における経済成

長率の鈍化等により、依然として先行きには不透明感が残る状況となっております。

　このような環境下で当社グループは、当社が運営するインターネット総合情報サイト「All About」において

は、メディア力の強化を目的として複数の専門家記事や外部の情報を独自に再編集した質の高いまとめコンテンツ

の提供や動画コンテンツの投入を進めるとともに、集客力向上のために検索エンジンへの最適化や他媒体へのコン

テンツ提供に注力してまいりました。

　また、連結子会社の株式会社オールアバウトライフマーケティングにおいては、「サンプル百貨店」におけるサ

ンプル商品の拡充と会員数の増加に注力し、株式会社オールアバウトライフワークスにおいては、新しい生涯学習

講座の開講準備を進めてまいりました。

　なお、中古車の個人間売買支援サービス事業に進出するため、平成26年４月にカーコンビニ倶楽部株式会社と合

弁で合同会社カーコンマーケットを設立しました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,410百万円（前年同四半期比48.6％増）、営業利益は25百万

円（前年同四半期比389.4％増）、経常利益は21百万円（前年同四半期比315.2％増）、四半期純利益は19百万円

（前年同四半期は12百万円の損失）となりました。

　なお、当社グループの事業はメディアビジネスの単一セグメントのため、セグメント別の業績の記載を省略して

おります。

 

（2） 連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は3,391百万円となり、前連結会計年度末に比べ62百万円減少い

たしました。これは主に商品及び製品が20百万円増加した一方、現金及び預金が85百万円減少したことによるもの

であります。

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産は647百万円となり、前連結会計年度末に比べ29百万円増加いた

しました。これは主に関係会社株式が52百万円増加した一方、のれんが11百万円、ソフトウェア仮勘定が10百万円

減少したことによるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は482百万円となり、前連結会計年度末に比べ34百万円減少いた

しました。これは主に前受金が22百万円、未払消費税等が21百万円増加した一方、未払金が27百万円、買掛金が20

百万円、未払費用が20百万円、賞与引当金が６百万円減少したことによるものであります。

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債は73百万円となり、前連結会計年度末に比べ４百万円減少いたし

ました。これは主に長期借入金が５百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は3,483百万円となり、前連結会計年度末に比べ５百万円増加

いたしました。これは主に四半期純利益を19百万円計上したこと及び13百万円の配当実施により、利益剰余金が５

百万円増加したことによるものであります。

 

（3） 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はあ

りません。

 

（4） 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,162,000

計 45,162,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,433,300 13,433,300

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数

100株

計 13,433,300 13,433,300 － －

　　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成26年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成26年４月１日～

 平成26年６月30日
－ 13,433,300 － 1,170,943 － 1,413,663

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　   13,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　13,419,500 134,195 －

単元未満株式 普通株式　      300 － －

発行済株式総数 13,433,300 － －

総株主の議決権 － 134,195 －

（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式66株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有

株式数の割合

（％）

株式会社オールアバウト
東京都渋谷区恵比寿

一丁目18番18号
13,500 － 13,500 0.10

計 － 13,500 － 13,500 0.10

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,557,892 1,472,576

受取手形及び売掛金 640,147 614,280

有価証券 900,533 900,616

商品及び製品 260,810 281,147

未成制作費 8,727 13,462

前払費用 17,839 19,133

繰延税金資産 26,387 26,195

その他 46,166 66,588

貸倒引当金 △4,642 △2,461

流動資産合計 3,453,861 3,391,539

固定資産   

有形固定資産   

建物 53,722 53,722

減価償却累計額 △32,673 △33,760

建物（純額） 21,048 19,961

工具、器具及び備品 147,722 147,980

減価償却累計額 △117,571 △120,710

工具、器具及び備品（純額） 30,150 27,269

建設仮勘定 516 1,413

有形固定資産合計 51,715 48,644

無形固定資産   

のれん 254,063 242,236

ソフトウエア 127,183 123,710

ソフトウエア仮勘定 24,820 14,659

その他 2,918 2,816

無形固定資産合計 408,986 383,422

投資その他の資産   

投資有価証券 33,704 33,704

関係会社株式 － 52,546

破産更生債権等 10,765 10,765

長期前払費用 1,089 1,033

長期貸付金 7,000 4,000

差入保証金 82,145 90,145

繰延税金資産 7,831 8,139

その他 26,187 26,272

貸倒引当金 △10,765 △10,765

投資その他の資産合計 157,958 215,841

固定資産合計 618,660 647,908

資産合計 4,072,522 4,039,448
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 231,944 211,369

1年内返済予定の長期借入金 32,075 27,410

未払金 34,974 7,125

未払費用 166,865 146,609

未払法人税等 2,748 1,320

未払消費税等 417 22,179

前受金 15,140 37,953

預り金 10,313 11,898

賞与引当金 13,074 6,331

その他 8,953 10,300

流動負債合計 516,506 482,497

固定負債   

長期借入金 39,279 34,248

退職給付に係る負債 22,405 23,238

資産除去債務 15,000 15,000

その他 1,800 1,418

固定負債合計 78,485 73,905

負債合計 594,992 556,402

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,170,943 1,170,943

資本剰余金 1,825,973 1,825,973

利益剰余金 459,238 465,218

自己株式 △4,212 △4,212

株主資本合計 3,451,943 3,457,922

新株予約権 18,899 18,899

少数株主持分 6,687 6,222

純資産合計 3,477,530 3,483,045

負債純資産合計 4,072,522 4,039,448

 

EDINET提出書類

株式会社オールアバウト(E05514)

四半期報告書

 9/17



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 949,001 1,410,406

売上原価 200,330 404,514

売上総利益 748,671 1,005,892

販売費及び一般管理費 743,397 980,076

営業利益 5,274 25,816

営業外収益   

受取利息 1,423 2,680

受取配当金 － 1,000

その他 251 385

営業外収益合計 1,674 4,066

営業外費用   

支払利息 577 304

為替差損 1,151 1,745

持分法による投資損失 － 6,253

その他 62 161

営業外費用合計 1,790 8,465

経常利益 5,157 21,416

特別損失   

固定資産除却損 4,371 600

投資有価証券評価損 519 －

特別損失合計 4,890 600

税金等調整前四半期純利益 267 20,816

法人税、住民税及び事業税 362 1,997

法人税等調整額 12,153 △115

法人税等合計 12,515 1,882

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△12,248 18,934

少数株主利益又は少数株主損失（△） 317 △464

四半期純利益又は四半期純損失（△） △12,565 19,399
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△12,248 18,934

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △40 －

その他の包括利益合計 △40 －

四半期包括利益 △12,288 18,934

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △12,605 19,399

少数株主に係る四半期包括利益 317 △464
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

持分法適用の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間より、中古車の個人間売買支援サービス事業に参入するためにカーコンビニ倶楽部株

式会社と合弁で設立した合同会社カーコンマーケットを持分法適用の範囲に含めております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 

　前第１四半期連結累計期間

（自　平成25年４月１日

　　至　平成25年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日

　　至　平成26年６月30日）

　減価償却費 21,023千円 20,355千円

　のれんの償却額 11,826千円 11,826千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１　配当金支払額

決　議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月28日

取締役会
普通株式 26,828 200 平成25年３月31日 平成25年６月６日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１　配当金支払額

決　議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月28日

取締役会
普通株式 13,419 1 平成26年３月31日 平成26年６月５日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

当社グループは、メディアビジネスの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

当社グループは、メディアビジネスの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

(1)１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△0円94銭 1円45銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△12,565 19,399

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△12,565 19,399

普通株式の期中平均株式数（株） 13,414,200 13,419,734

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 1円44銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） － 26,209

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失金額であるため、記載しておりません。

２．当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行いました。これに伴

い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額、１株当たり四

半期純損失金額、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び普通株式の期中平均株式数を算定しており

ます。
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（重要な後発事象）

　当社の連結子会社である株式会社オールアバウトライフマーケティングは、平成26年7月31日開催の取締役会に

おきまして、有限会社シャンディーの株式を取得し、子会社化（当社の孫会社化）することについて決議し、平成

26年7月31日に取得手続を完了いたしました。

 

１．株式取得の目的

　当社の連結子会社である株式会社オールアバウトライフマーケティングは、インターネット上での試供品提供

サービス「サンプル百貨店」の運営およびサンプリングイベントの開催等により、多くのお客様からご支持を頂い

ております。株式会社オールアバウトライフマーケティングは、お客様のさらなる利便性を追求し、食品・飲料に

特化したＥＣサービス強化に努めてまいります。

　有限会社シャンディーは酒類販売業免許を有しており、同社株式の取得により、酒類を中心とした品揃えの強化

を図るものです。

 

２．株式取得の相手会社の名称

　株式会社ジー・コミュニケーション

 

３．被取得企業の名称、事業内容、規模

（１）名称　　　有限会社シャンディー

（２）事業内容　酒類・調味料の販売、清涼飲料及び食料品の販売等

（３）規模　　　資本金（平成26年3月期）　　3,000千円

売上高（平成26年3月期）　923,369千円

 

４．株式取得の時期

　平成26年７月31日

 

５．取得した株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

（１）取得株式数　　　　普通株式300株

（２）取得価額　　　　　16,210千円

（３）取得後の持分比率　100.00％
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２【その他】

　平成26年５月28日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

　（イ）配当金の総額…………………………………13,419千円

　（ロ）１株当たりの金額……………………………1円

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……平成26年６月５日

（注）平成26年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月11日

株式会社オールアバウト

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 向井　　誠　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 下田　琢磨　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オール

アバウトの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日か

ら平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オールアバウト及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書

提出会社が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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